

























































































ブル変異マウス (Ext2+/-;Frs2a+/- 変異マウス )
を作製し解析を行いました。この方法により，



















ホッグ (Ihh) シグナル，Wnt シグナル，Bmp シ
グナルなど様々なシグナルの関与が示唆されて
います。今後，これらのシグナル経路に関して
も検討する必要があると考えております。そし
て，これらの研究によって，早期診断，発見に
繋がる知見が得られればと考えております。
　最後になりましたが，この研究をサポートし
ていただきました，財団法人大阪癌研究会に深
く御礼を申し上げますと共に，貴財団の益々の
ご発展を祈念致します。
＊大阪府立母子保健総合医療センター研究所
　病因病態部門
　平成 21 年度一般学術研究助成金交付者
